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三輪としさん!
100歳の誕生日

おめでとうございます！
これからもお元気で！

☎（0550）７０-６８０7
デイサービスセンター「すまいる」

　５月吉日、デイサービスセンターすまいるにて、ご利用者『三輪とし様』の１００歳記念式典を開催しました。
　当日は桃色の衣装に身を包んだ三輪さんを花束・色紙の贈呈や鏡割り、くす玉を割って他利用者様・職員みん
なでお祝いしました。三輪さんは100歳になった現在もご自身の足で元気に歩かれ、他利用者様も励みになる
と大変喜んでいらっしゃいました。

三輪さん、
桃色の衣装似合ってますよ！ 小さいく

す玉を割
って

笑顔でハ
イポーズ

！

御殿場市社会福祉協議会●問い合わせ

〒412-0042 静岡県御殿場市萩原988-1
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。
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生
活
困
窮
者
自
立
相
談
事
業

　

各
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
の
活
動
充

実
の
た
め
、職
員
３
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

『
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
』や『
子
育
て
サ
ロ
ン
』

な
ど
の
支
援
を
は
じ
め
、地
域
に
お
け
る
各

種
事
業
の
立
案
、開
催
支
援
、情
報
提
供
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始

ま
り
、地
域
福
祉
活
動
の
重
要
性
が
益
々
高

ま
る
中
、各
区（
支
部
）の
サ
ロ
ン
活
動
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
、研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
推
進
事
業

高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

皆
様
か
ら
の
会
費
は
、自
主
運
営
を
進
め
る

う
え
で
大
変
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、御
殿
場
市
か
ら
新
た
に『
高
齢
者

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
』を
１０
月
か
ら

受
託
し
、地
域
福
祉
推
進
委
員
会
や
、民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
始
め
、当
事
者

団
体・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、地
域
団
体
と
の

連
携
を
図
り
新
た
な
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
福
祉
の
方
向
性
を
模
索
し
て
事
業
を
推

進
し
ま
し
た
。

組
織
の
強
化
・
財
政
基
盤
の
確
立

　

社
協
だ
よ
り「
ひ
だ
ま
り
」を
年
６
回
発

行
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
、マ
ス
メ
デ

ィ
ア
等
を
活
用
し
事
業
の
周
知
・
各
種
講
座

や
研
修
会
参
加
者
募
集
等
幅
広
く
情
報
提

供
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
３３
回
御
殿
場
市
ふ
れ
あ
い
広
場

や
第
２８
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
、障

が
い
者
週
間
で
の
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
祉
啓
発
活
動
の
推
進

　

手
話
や
朗
読
等
の
各
種
講
習
会
、講
演

会
の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
活
動
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
で
、延
人
数
３
，０
３
３
人
の
支
援
計

画
を
作
成
、訪
問
介
護
事
業
で
は
、延
べ
７
，

０
９
８
回
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
ま
し
た
。

通
所
介
護
事
業
で
は
、延
べ
９
，０
５
３
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の

花
で
は
、６
，４
０
７
件
の
相
談
と
７
１
９

件
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、玉
穂
地
域
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
開
催
し
、高
齢
者
の
支
援
活
動
を

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
の
展
開

　
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
」
「
結
婚
相
談
」

「
心
配
ご
と
法
律
相
談
」等
７
つ
の
分
野
に

わ
た
っ
た「
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
」の
ほ
か
、

他
部
門
も
含
め
年
間
２
，7
4
8
件
の
相
談

に
対
応
し
ま
し
た
。

　

結
婚
相
談
事
業
の
強
化
と
し
て
、結
婚

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、ま
た

独
身
男
女
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
出
会
い

と
交
流
の
場（
婚
活
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）を

提
供
し
ま
し
た
。

福
祉
相
談
事
業
の
実
施

　

御
殿
場
総
合
サ
ー
ビ
ス
、御
殿
場
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
グ
ル
ー

プ
編
成
し
、世
代
間
交
流
、高
齢
者
の
支
援

事
業
、市
民
活
動
の
推
進
等
、総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
を
実
施
し
、延
べ
２
１

６
，５
２
９
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
指
定
管
理
事
業

　

利
用
者
延
べ
数
は
、２
，９
９
６
人
の
利
用

者
に
日
中
入
浴
、排
泄
及
び
食
事
な
ど
必
要

な
生
活
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
中
一
時
支
援
で
は
、延
べ
５
７
５

人
に
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

生
活
介
護
事
業
所「
あ
け
ぼ
の
」

平
成
28
年
度

　

小
学
校
か
ら
高
等
学
校
、特
別
支
援
学

校
ま
で
の
一
貫
し
た
事
業
を
継
続
実
施
し
、

福
祉
教
育
の
学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開
の
た
め
に
、ま
た
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

適
応
す
る
よ
う
、福
祉
教
育
研
修
・
連
絡
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

福
祉
教
育
の
推
進

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、軽
度
の

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、N
P
O
、民
間
企
業
等
の
多

様
な
主
体
が
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、平
成
２８
年
１０
月
か

ら
御
殿
場
市
の
委
託
を
受
け
、多
様
な
関

係
機
関
や
団
体
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協

議
体
を
設
置
し
、御
殿
場
市
の
生
活
支
援
・

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
名
を
推
進
役
と
し
て
配
置
し
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
生
活
支
援
の
担
い
手
の
養
成
・
発

掘
等
の
地
域
資
源
の
開
発
や
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
養
成
を
目

的
と
し
て「
地
域
の
助
け
合
い
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、３
４
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、就
労
支
援
を

含
め
た
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
を
実

施
し
、多
様
な
問
題
を
抱
え
た
支
援
対
象

者
の
自
立
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
御

殿
場
市
か
ら
自
立
相
談
支
援
事
業
、子
ど

も
の
学
習
支
援
事
業
を
受
託
し
、各
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。９５
件
の
新
規
相
談
を

受
け
付
け
、生
活
相
談
・
就
労
支
援
等
を
実

施
し
、困
窮
状
態
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
に

学
習
の
場
を
提
供
し
て
学
習
の
支
援
を
行

い
、高
等
学
校
へ
の
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、就
職
率
を
向
上
さ
せ
、生
活
保
護

世
帯
の
子
ど
も
の
自
立
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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法人全体 

事業活動収入

施設整備等収入

その他活動収入
前期末支払資金残高
収入合計

事業活動支出

施設整備等支出
その他活動支出
支払合計

前年度決算額 当年度決算額 増減

増減（A）ー（B）最終予算額（A） 決算額（B） 備考

412,067,000  423,578,086

介護保険事業収入                       155,305,869
受託金収入                                143,534,141
障害福祉サービス等収入                49,641,986
経常経費補助金収入                      45,488,793
会費･寄附金                                15,957,327
事業収入                                       7,964,567
その他の収入等                             5,685,403

（単位：円）

0 0 0
5726,203,000 6,202,428

△11,515,375487,438,000 498,953,375

中小企業退職共済制度過年度分掛金・職員退職金

430,833,862449,723,000 18,889,138

69,172,86169,168,000 △4,861

△11,511,086

800638,000 637,200 手動式除雪機・設備用台車

人件費                                       279,772,901
事務費              　　　　　　　　 98,871,940
事業費              　　　　　　　　 31,845,604
共同募金配分金事業費              　　13,010,717
助成金                 　　　　　　　　 7,122,700
貸付事業支出　　　　　　　　　　　   210,000

前年度繰越金

07,376,000 7,376,000 退職積立金等

前年度決算額より9,066,548円の減

18,889,938457,737,000 438,847,062

当期末支払資金残高 60,106,313 9,066,54869,172,861

平成 28年度  社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、住
民
組

織
と
し
て
の
性
格
を
表
す
最
も
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
お
り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通

会
員
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
納
入
に
つ
い
て
は
、各
区
長
様
を

通
じ
て
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、会
員
と
し
て
の
加
入
と
各
事
業

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

普通会費

（1世帯あたり年額）
500円

加
入
の
お
願
い

普通会費の使われ方
　皆様からいただいた普通会費５００
円は、１００円が地域福祉推進委員会
をとおして地域福祉活動の推進に、
１００円が福祉教育の推進に、残りの
３００円が社協の事業活動に活用し、
そのすべてを市民の皆様の福祉向上
のために使用しています。

【事業活動収入内訳】 【事業活動支出内訳】

事業活動収入合計
4億2357万8086円

事業活動支出合計
4億3083万3862円

介護保険事業収入
36% 人件費

65%

受託金収入
34%

事務費 23%

事業費 7.3%

助成金1.6% 0.1%貸付事業支出
共同募金配分金事業費3%

障害福祉サービス等収入
12%

経常経費補助金収入 11%

会費･寄附金 3.8%
事業収入1.9% その他の収入等

1.3%

ご協力をよろしく
お願い申し上げます。



「いつでも！誰でも！どこでも！」
居場所とは、高齢者・障がいのある人・子どもの垣根なく、誰もが気軽にふれあえる地域交流の場です。

★参加者同士の情報交換 
★認知症や介護の 
　専門職による相談 
どなたでもお気軽に 
参加ください

会　場 ： キッチンさがみや
　　　　　（カラオケまねきねこの奥）
時　間 ： 14：00～16：00 
料　金 ： 食事代は自費
連絡先 ： 0550-82-0744 

毎月第３金曜日開催 

ささえあいカフェ 

会　場 ： 中央公園すぐそば 
時　間 ： 10：00～12：00 
料　金 ： 2００円
　　　　　（赤ちゃんはもちろん無料）
連絡先 ： スルガケアサービス 
　　　　 武藤・小林・込山 
　　　　 0550-84-4709
毎週水曜日開催

スルガのサロン 

★みんなでおしゃべり 
★カラオケ・体操
★認知症や介護の 
　専門職による相談

会　場 ： 晴れテラスごてんば 
時　間 ： 10：00～12：00 
料　金 ： 無料
            （食事代は3００円）
連絡先 ： 0550-98-8963 

毎週木曜日開催

 コミュニティカフェ 

ゆっくりコーヒを
飲みながら 
お話しましょう♪

★おしゃべりの相手を 
　お探しのあなた…
★地域に出かけ 
　若返りたいあなた…   
楽しい時間を
過ごしましょう！

❺ ❻

❼

246 401

ぐみ沢

ぐみ沢丸田

御殿場中央公園

ケーズデンキJA御殿場

オギノ

カインズホーム

ささえあいカフェ

153 業務スーパー

246 401

ぐみ沢

ぐみ沢丸田

御殿場中央公園

ケーズデンキJA御殿場

オギノ

カインズホーム

153 業務スーパー

スルガのサロン

ファミリーマート

394富
士
岡
駅

↑南御殿場駅

富士岡駅入口

コミュニティカフェ

❶富士見原カフェ
　住所：御殿場市富士見原１丁目３３

❷きっさ ごえん
　住所：御殿場市二の岡１丁目３－１５

❸ふれんどカフェ
　住所：御殿場市新橋３５１ 

❹寄ってかっしゃあ～
　住所：杉名沢地区防災倉庫

❺スルガのサロン 
　住所：御殿場市萩原７７９－２１ 

❻ささえあいカフェ
　住所：御殿場市西田中４－１２

❼コミュニティカフェ
　住所：御殿場市中山455-6
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★みんなでおしゃべり 
★歩いて行ける 
★おやつ持ち込みOK
子ども・大人・高齢者・
車椅子の方どなたでも
お越しください！

会　場 ： 富士見原区集会所 
時　間 ： 10：00～12：00 
料　金 ： 無料
　　　　※富士見原区外は５０円
連絡先 ：  大西区長
　　　　 080-4212-9066
毎月第１火曜日開催

富士見原カフェ 

★おしゃべり会
★おやつ食べたり 
　お茶したり
ここらでちょいと一服 
お茶しませんか？

会　場 ： 鮎沢公民館 和室 
時　間 ： 12：00～15：00
             ※10：00～健康体操開催  
料　金 ： １００円
連絡先 ：  栗原真貴子
　　　　 090-1824-6300

ふれんどカフェ 

★ゲーム・趣味活動  
★いつ来ても、
　いつ帰っても良し
ボランティアの方も
募集しています！

会　場 ： 二の岡コミセン 
時　間 ： 13：30～15：30 
料　金 ： ２００円
            （ドリンク＆おやつ）
連絡先 ：  廣瀬松子
　　　　 0550-83-9175

毎月最終土曜日開催

きっさ ごえん 

★体操、折り紙
★お茶、お食事タイム

会　場 ： 杉名沢 3・9組集会所 
時　間 ： 10：00～14：00 
料　金 ： 1００円（お昼各自）
連絡先 ：  根上富美江
　　　　 0550-89-0015

第１・第３金曜日開催毎月第２火曜日開催

寄ってかっしゃあ～
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寄ってかっしゃあ～

杉名沢

杉名沢北

フジ虎ノ門
整形外科病院杉名沢公民館

矢崎電線
富士工場

石川医院

（７月のみ第２月曜日） 

Sunsun さんきゅう
誰でもお気軽にどうぞ！

❶ ❷

❸ ❹



自立相談支援
　相談支援員が一人ひとりの悩みに
寄り添い、あなたと一緒に課題解決に
向けて取り組みます

住居確保給付金の支給
 離職などにより住居を失った方、または失うおそれ
のある方に、就職に向けた活動をすること、寄り添い
支援室との面接を受けることなどを条件に、家賃相
当額（上限有）を３ヵ月間支給します。
　生活基盤の住居を整えた上で、就
職に向けた支援を行います。

❶不安・悩みを整理し、困りごとの確認をします。
　あなたの悩みをじっくりお聞きし、課題を整理します。

❷一緒に解決のためのプランを作成します。
　課題の解決に利用できる制度やサービスを確認し、相
談支援員がお手伝いすること、ご自身も努力して頂くこと
など、一つひとつの解決方法を一緒に考えプランを作成
します。プランに基づく支援が適切に実施されるよう｢支
援調整会議｣で関係機関相互の調整をします。

❸寄り添い型支援の実施。
　プランに沿って、情報提供や、制度・サービスの利用支
援、関係機関・窓口への同行、生活のアドバイス等々の相
談援助、寄り添い支援を行います。

課題解決による自立生活へ

経済的に苦しい･･･
生活に困っている･･･
そんな時には

御殿場市社会福祉協議会

にご相談ください。

相談窓口　御殿場市萩原９８８-１
               市民交流センターふじざくら内
受付時間　月～金曜日 8:3０～１７:１５
              （祝日・年末年始を除く） 

電　　話  0550 -70 -7577  （FAX兼用）
eメール   info@gosyakyo.jp

相談は無料です。
寄り添い支援室御殿場市社会福祉協議会

御殿場市社会福祉協議会

生活介護事業所「あけぼの」    TEL　（０５５０）88-0547
●問い合わせ　御殿場市社会福祉協議会

生活介護事業所

ボランティア担当職員による相談
●日時
　毎週月曜日から金曜日 8:3０～１７:１５（祝日・年末年始除く）　
●場所
　御殿場市民交流センター「ふじざくら」内
　社会福祉協議会事務局

ボランティアコーディネーターによる相談
●日時
　毎週月曜日・水曜日 10:3０～１4:30（年末年始除く）　
　毎月第2土曜日 　　　10:0０～１2:00（年末年始除く）　
●場所
　御殿場市民交流センター「ふじざくら」内
　1階 市民活動室

電話 0550-70-6801メール info@gosyakyo.jp　
での相談も受け付けています。

ボランティア相談 
を行っています。
ボランティア活動に興味があるけれど、
どんな活動があるのかわからない。
余興やお手伝いをしてくれるボランティアを探しているが、
どこへ相談したら良いかわからないなど。
ぜひ、ご相談ください。

　「生活介護事業所あけぼの」は障がいを持つ方達が通う福祉
施設です。
　日常生活の支援の他、季節の行事、音楽、・体操・外出などの
活動をしています。
　また、地域の皆様にも色々な交流をしていただいています。
ボランティアさんによる「そば打ち体験」ではみんなで打ったお
そばで会食を楽しみました。
　また、フィットネスクラブ・カーブスの会員の皆様からは「フー
ドドライブ食品」を沢山いただきました。
この春には新しい利用者さんも加わり「歓迎会」を開きました。
　あけぼのでは、様々なイベントを行いながら毎日楽しく活動し
ています。
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福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

　福祉車両は、普通運転免許で運転できる乗用車で、操作も簡単です。
普通運転免許証があれば、どなたでもできるボランティア活動ですので、
空いた時間を利用してあなたも始めてみませんか。

平成２9年７月1５日（土）　午後1時30分～午後3時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」

日　　時　　
会　　場

福祉車両運転ボランティアの会「たんぽぽ」

無料

講　　師
市内に在住し、普通運転免許を持つ運転経験３年以上の方で、
受講後ボランティア活動可能な方。

募集対象

15人（先着順）
車椅子介助実習・福祉車両操作実習、試乗

定　　員
内　　容

平成２9年8月9日（水）
午前9時30分～午後4時30分

御殿場市民交流センター１階　ボランティアビューロー
社会福祉法人 富岳会

日　　時　　

会　　場

500円（昼食・保険代）
市内在住の中高生募集対象
20人（先着順）定　　員

平成29年8月2日（水）・3日（木）の2日間で1講座
午前9時30分から正午まで
御殿場市民交流センター１階　第2会議室・録音点訳室

日　　時　　

会　　場
佐々木　吉満 氏
無料

講　　師
参 加 費

小学生以上で点字に興味のある方募集対象
２０人（先着順）定　　員    電話  0550-70-6801

  FAX  0550-89-5501

御殿場市社会福祉協議会

●申し込み・問い合わせ

●申し込み・問い合わせ

　点字は視覚障がい者にとって読み書きできる文字です。
この機会に点字にさわって、書いて、読んでみませんか？

バームクーヘン（富士山バウム）で有名な、
障がい者支援施設「富岳の園」を見学してみよう。

参 加 費

参 加 料
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平成２９年7月28日（金）までにご連絡ください。

   電話  0550-70-6801
御殿場市社会福祉協議会

●申し込み・問い合わせ
平成２９年7月13日（木）までにご連絡ください。

   電話  0550-70-6801
  FAX  0550-89-5501

御殿場市社会福祉協議会
平成２９年7月28日（金）までにご連絡ください。



※交流センターバスが曜日ごとに無料で巡回します。ぜひご利用ください。
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誰でも気軽に寄れる（居場所・おしゃべりカフェ菜の花）
をお手伝いしていただけるボランティアを募集します。

※平成２9年 6月21日 ・ 12月20日のみ第３水曜日
御殿場市民交流センター「ふじざくら」

日　　時　　

会　　場

高校生以上の市民の方

高齢者の方と行うレクリエーションやゲームの補助。
ミニ工作活動の補助。

対 象 者

内　　容

若干名 人　　数

午後1時～午後4時頃まで毎月 第4水曜　　

地域包括支援センター菜の花

●申し込み・問い合わせ

   電話 0550-70-6804
地域包括支援センター菜の花

●申し込み・問い合わせ
平成２９年７月3日（月）までに
直接または電話でご連絡ください。

   電話 0550-70-6804 ※一芸披露して下さるボランティアの方も募集中！！

   電話 0550-70-6800　FAX 0550-70-6810

●問い合わせ

御殿場市民交流センター 総合案内（対応時間 9:00～21：30）

 【メール】  info@gotemba-skc.jp  【URL】 http://www.gotemba-skc.jp

毎月課題曲を講師に学び、その後は自由にカラオケで練習できます。
予約なしで自由に受講できる講座ですので、お気軽にご参加ください。

平成２9年７月6日（木）　午後1時30分～午後3時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 ２階大広間

日　　時　　
会　　場

市民在住の概ね６０歳以上の女性　

無料 （体操教室は５００円）

対　　象

定　　員 ３０人（先着順）

参 加 料

平成２9年７月6日（木）　午前10時～午後2時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 

日　　時　　
会　　場

60歳以上の方　

200円

対　　象
参 加 料

　日常のふとした拍子に尿がもれてしまうことを尿失禁といいます。尿失禁には、さまざまな種類がありますが、「骨盤
底筋」という筋肉が弱くなったためにおこる「腹圧性尿失禁」が多く、女性に多い症状です。
　笑ったとき、咳をしたときなどに起こりやすい尿もれの経験や、トイレに行くことが気になって、旅行など外出がおっく
うになっていませんか？
　地域包括支援センター菜の花では、女性のための尿失禁予防教室を開催します。あきらめないで毎日過ごす方法を
学びましょう。
　初回はNPO法人日本コンチネス協会会員である排泄ケア専門員を講師に向かえ講演会を開催します。体操教室の
詳細は初回参加時にお伝えします。


